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＜病棟連絡事項＞
・朱夏より～売店で使用した金額を把握したい場合は、私物発注伝票に必ず“コピー”と記入するようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞
・藤井　崇史様～不穏時オランザピン（5）、レボトミン（25）それぞれ10回分処方。

・袴田　将志様～不眠時レボトミン（25）+トリアゾラム（0.125）7回分処方。

・前田　忠弘様～便秘時ピコスルファートNa1本処方。

・高山　勘吉様～GH小春びよりの根坂様され、訪問調査を行っている。入居できるか1週間程度で連絡が来る予定。

・神　ツヱ様～まゆすい　和久井様より連絡あり、最近の様子について説明。元々食事量が少ない生活を送っていた為、食事に関しては以前と変わりない様子。退院に関して確認あり。主治医来院時に確認する事説明している。

＜移動＞
【転出】
・杉村　義雄様～東Cユニット→南Aユニット
・小田　沙也加様～東Bユニット→西Bユニット

【ユニット移動】
・宮古　克弘様～東Cユニット→合併症室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中他室侵入し迷惑行為あり、各開放時間は早めに開放終了としている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。自傷行為見られず、スタッフに対して不機嫌さの表出は無いが、スタッフの人員配置を気にしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・古田　真様～身体拘束中。8:00～16:00拘束一時解除・開放観察実施。拘束解除中は自傷行為見られず、自室やホールで穏やかに過ごしている。他者とのトラブルは見られず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。時折興奮状態となり、大声を出したりドア叩きドア蹴りが見られている。11時継続指示リスペリドン(1)1P与薬。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・藤田　慶喜様～朝食は全量摂取。昼は　やや活気ない様子ではあるが、介入時はスタッフに暴言を発したりする。

・古川　貞二様～嘔気・腹痛なく各食1/2～1/4量摂取。バイタルサイン特変ない。

・宮古　克弘様～意識レベル変動みられ、食事途中でむせる事がある。食事は1/4～数口摂取している。嚥下不良である為、夕食食事形態を変更している。バイタルサインは特変ない。																									

＜金Dr.診察情報＞
・東野　愛様～今後の本人の状況を見て、再度面談を組んでいく。

[bookmark: _GoBack]・戸久世　渚様～母様や仕事しなきゃというストレスを感じていたりすると。主治医より退院後は施設入所も検討する事説明され了承。主治医から母様へも施設入所検討している事を説明したい為、母様来院時は主治医を呼んでほしいとの事。また、スマホは主治医より使用許可となる。

・柳町　信之様～もう少し状態落ち着き次第退院調整指示あり。退院後は訪問看護導入(2wに1回）予定。また、退院後に再度服薬しなくなるようであればデポ剤も検討していく。
